
　　	


高輝度光源計画（柏キャンパス）を中止	

世界最高の高輝度放射光を用いて 

最先端のサイエンスを展開	


2005年10月　東大アウトステーションワーキンググループ設置	
 
	
 	
 	
 	
 高輝度光源計画（柏キャンパス）の成果を継承し、既存の放射光施設を利用して	
 
　　最先端のサイエンスを展開する。	
 
	
 

2006年	
 5月　東京大学放射光連携研究機構を開設	
 
　「東大放射光アウトステーション」を機構の中核として設置して、物質科学研究、	
 
　　生命科学研究を飛躍的に発展させる。	
 
	
 

2007年４月ー2009年９月	
 
　	
 SPring-8に世界最高性能の軟Ｘ線アンジュレータとビームラインを建設	
 

　　	


東京大学アウトステーション物質科学ビームライン	

SPring-8 BL07LSUの概要と共同利用について	


東京大学物性研究所　柿崎明人	
 

ISSP-Workshop＠2012.02.17 



○アンジュレータ	
 
・型式：　偏光制御軟Ｘ線アンジュレータ	
 
・基本波：	
 250	
 eV	
 -	
 2	
 keV	
 
・輝度：　1019	
 photons/sec/mm2/mrad2以上	
 
・偏光：　垂直、水平直線偏光および左右円偏光	
 
	
 
○ビームライン・分光光学系	
 
・光学系：前置光学システム、斜入射平面回折分光器、後置光学システム	
 
・エネルギー範囲：	
 250eV	
 -	
 2keV	
 
・分解能：　　　　E/ΔE	
 -	
 10,000	
 以上	
 
・ビームサイズ：　10µmx10µm	
 以下	
 
　	
 
○実験設備	
 
全国のユーザーの協力を得て放射光利用研究と実験設備を検討	
 
・ナノビーム３次元分布解析実験	
 
・軟Ｘ線発光分光実験	
 
・時間分解分光実験	
 
・光電子顕微鏡実験	
 
・軟Ｘ線イメージング	
 

	


SPring-8 BL07LSUの性能（設計値）	




東京大学アウトステーション・物質科学ビームライン	


VLS-PGM�

３次元ナノESCA実験	
 

軟Ｘ線発光分光実験	
 
時間分解分光実験	
 フリーポート	




物質科学ビ−ムラインBL07LSUの建設スケジュール	


 

水平偏光８の字アンジュレータ	
 

垂直偏光８の字アンジュレータ 
移相器	
 

基幹チャンネル 
　　　　　　　ハッチ 
　　　　　　　　　　分光器	






三次元(x,	
  y	
  +	
  z)3次元の	
  
ナノスケール電子状態	
  
マッピング	
 取り込み角60°でのMEM解析による深さプロファイル決定	


空間分解能 
70nmを達成	


K.	
  Horiba	
  et	
  al.,	
  Rev.	
  Sci.	
  Instrum.	
  82,	
  113701	
  (2011).	
  

3D nano-ESCA station!



2009.10	
  	
  コミッショニング	
  
2010.7	
  	
  	
  分解能E/ΔE>5000	
  
2010.12	
  分解能E/ΔE>10000	
  (N	
  1s)	
  
2011.1~	
  	
  ユーザー実験（G課題）開始	


‘Calculated’ 	
  

HORNET:	
  Ultrahigh	
  resoluIon	
  XES	
  staIon	
  





放射光連携研究機構・物質科学部門の共同利用	
 

東京大学・放射光連携研究機構	
 

物質科学部門	

学内各研究科・研究所	
 

VUV・SX高輝度光源利用者懇談会	


軌道放射物性研究施設	


工学系研究科 
理学系研究科 
新領域創成科学研究科 
物性研究所	
 

実験課題審査委員会（８名）	
 

実験課題申請
	


ビームタイム配分	
 実験課題審査委員推薦（４名）	
 

全国の物質科学研究者	
 

会員数　504名 （学内 128名、学外 376名） 
　　　　　 80大学、32研究機関	


機構運営委員会	






○ S1課題　建設グル−プによる申請 （＜H23） 

○ S2課題　長期実験課題（＞H23） 

○ G課題　有効期間６ヶ月 

○ 継続課題を設ける 

○ 旅費のサポート　　３名／課題	




BL07LSU共同利用実験申請課題数	
 

2012Aの採択（申請）課題数 
 
S型　   3（4）件  　100（約130）シフト 
G型　 9（15）件　　  99（239）  シフト 
	



